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第５学年国語科学習指導案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 
（１）語句と語句との関係、語句の構成や変化について理解し、語彙を豊かにすることができる。また、語感や

言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使うことができる。      〔知識及び技能〕（１）オ 

（２）「読むこと」において、登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）イ 

（３）言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して、思いや考えを伝え合お

うとする。                            「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単 
元 
の 
評 
価 
規 
準 

① 語句と語句との関係、語

句の構成や変化について

理解し、語彙を豊かにし

ている。また、語感や言

葉の使い方に対する感覚

を意識して、語や語句を

使っている。（（１）オ） 

①「読むこと」において、登場

人物の相互関係や心情などに

ついて、描写を基に捉えてい

る。（Ｃ（１）イ） 

 

① 進んで登場人物の心情につい

て描写を基に捉え、学習課題

に沿って読み取ったことを文

章にまとめようとしている。 

 

３ 単元構想 
（１）児童について（児童観） 

   本学級は、読むことの学習を好む児童が多い。読むことの学習では、初発の感想や疑問を基に自分たちで

学習課題を立て、文章を読んだり友達と話し合ったりしながら解決を図るという経験を重ねてきている。 

文学的な文章の学習において、「なまえつけてよ」では人物相互の関係の変化や中心人物の心情の変化、

「たずねびと」では中心人物の心情の変化、時間と場面の移り変わりや情景描写を意識して読んだ。 

 

日 時：令和４年２月18日(金) ５校時 

児 童：文京区立千駄木小学校 第５学年１組  39名 

担 任：文京区立千駄木小学校 主幹教諭 多田 亮介 

指導者：杉並区立八成小学校  主任教諭 岡﨑 智子 

研究主題 

未来を拓く国語教育の創造 
―評価活動の充実を通して、学びの質を高める単元づくり― 

言語部 研究主題 

言葉のよさに気付き、親しみ、日常生活に生かす単元づくりと評価 

単元名 

「工夫された表現をもとに登場人物の心情を想像して読もう（仮）」 

学習材名「いつか、大切なところ」（教育出版 ５年上） 
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本単元を行うにあたり、国語科の学習や言葉に関する意識調査を行った。結果は以下のとおりである。 

                           （令和３年12月23日実施 37名 欠席２名） 

質問 児童の回答 人数（割合※小数第１位四捨五入） 

①国語科の学習

は好きです

か。 

（選択式） 

・好き 

・どちらかといえば好き 

・どちらかといえば好きではない  

・好きではない 

・無回答 

12名（33％） 

13名（36％） 

６名（16％） 

４名（10％） 

２名（５％） 

②国語科では、

どの学習が好

きですか。 

（選択式・複数

回答） 

・物語文を読む学習 

・説明文を読む学習 

・スピーチ、話し合い、発表などの話すこと・聞く 

ことの学習 

・文章を書く学習 

・音読の学習 

・言葉についての学習 

・漢字についての学習 

26名（70％） 

 12名（32％） 

14名（38％） 

 

11名（30％） 

３名   (８％） 

 ９名（24％） 

13名（35％） 

③物語を読むと

きに意識して

いることは何

ですか。 

（記述式・複数

回答） 

  

・登場人物の場面ごとの心情 

・登場人物の心情の変化  

・人物像         

・場所     

・時            

・登場人物の設定（相互関係も含む） 

・作者（筆者）の考え             

・登場人物の行動          

・登場人物の役割          

・時代背景    

・物語の成り行き 

・中心人物の変化 

・出来事のきっかけ 

・その他 

12名（32％） 

11名（30％） 

６名（16％） 

６名（16％） 

６名（16％） 

４名（10％） 

４名（10％） 

３名（８％） 

２名（５％） 

２名（５％） 

２名（５％） 

１名（３％） 

１名（３％） 

11名（30％） 

④登場人物の気

持ちはどんな

ところから分

かりますか。 

（記述式・複数

回答） 

・登場人物の言葉 

・登場人物の行動       

・登場人物の様子         

・登場人物の心情を表す言葉・表現            

・本文                   

・情景 

・表情 

・周囲の人物との関わり 

・出来事 

・もし自分だったら 

・その他（人物像・＋－・場所・天気の比喩 等）             

20名（54％） 

 13名（35％） 

６名（16％） 

６名（16％） 

４名（10％） 

４名（10％） 

３名（８％） 

３名（８％） 

２名（５％） 

２名（５％） 

８名（22％） 

   意識調査の結果から、国語科の学習に対し約70％の児童が「好き・どちらかといえば好き」だと感じてい

る。国語科の学習を「好きではない・どちらかといえば好きではない」と答えた約30％の児童でも、どのよ

うな学習が好きかという質問に対しては、いずれかの項目には丸を付けており、苦手と感じる児童でも楽

しいと感じる経験があることが分かる。 

   国語科の学習の中でも、物語文を読むことが「好き」と答えた児童の人数はクラスの70％にあたる。説明

文を読むことが「好き」と答えた児童も30％を超えており、読むことの学習を「好き」と感じている児童が

多いことが分かる。スピーチや話合いなどの話すこと・聞くことの学習を「好き」と答えた児童も38％と多

い。しかし、言葉についての学習を選んだ児童は24％と他と比べてやや少なく、言葉の学習をしていること

をあまり意識していないことがうかがえる。 



   

 

上－3 

 

   「登場人物の気持ちはどんなところから分かりますか」という問いに対し、19種類もの回答があった。人

物像や場面、＋や－の部分等の記述もあり、幅広い視点で物語を読み、登場人物の心情を捉えていること

が分かる。中でも登場人物の言葉は 54％、行動は 35％と高かった。一方、心情を表す言葉・表現は 16％、

情景は 10％とやや少ない。比喩と答えた児童は３％であった。「情景描写、比喩などに着目することで登場

人物の心情を捉えることができる。」と意識している児童は、まだそれほど多くないことが分かる。 

   以上のような実態から、心情を表す表現に着目して読み、中心人物の心情や心情の変化を捉える力をさら

に伸ばす学習を行いたいと考えた。 

  

 （２）学習材について（学習材観）  

  ①「いつか、大切なところ」 

学習材「いつか、大切なところ」は、情景描写や対比などの表現によって、中心人物である亮太の心情

の変化を読み取りやすい物語である。 

登場人物が同世代で身近な設定であることから、児童が共感したり感情移入したりしやすく、自分の生

活経験と結び付けて読むことができる。また、題名に未来を示唆する言葉「いつか」が含まれており、自

然と亮太のこれからについて思いを馳せることができるようになっている。 

亮太の心情は、明暗様々に移り変わっていく。情景描写や心情表現、対比など、文章中の表現と心情を

結び付けて読み、亮太の心情の変化を捉えることができる物語である。そのため、児童が、心情を表す表

現を基に亮太の心情を読み、心情の変化を捉えるのに適した学習材であると考えた。 

   「小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説国語編」には、「読むこと」における構造と内容の把握の指

導事項として、下のように示されている。指導事項と心情を表す表現を照らし合わせると、①は低学年、

②は中学年で学習した既習事項である。高学年では①②に加え③～⑥に着目して読むことができるように

していく。 

「小学校学習指導要領説国語編」 

C（１）イ構造と内容の把握  

（文学的な文章）指導事項 

物語を読む際に活用する心情を表す表現 

第１学年及び第２学年 

場面の様子や登場人物の行動など、内

容の大体を捉えること。 

①登場人物の言動（会話・行動） 

第３学年及び第４学年 

登場人物の行動や気持ちなどについ

て、叙述を基に捉えること。 

②心情表現（わくわく・どきどき 等） 

第５学年及び第６学年 

登場人物の相互関係や心情などについ

て、描写を基に捉えること。 

 

③比喩表現（ぬれた服を着たように 等） 

④慣用語（むねがはずんだ 等） 

⑤対比（電車は軽やかなリズムで⇔電車の音も単調で 等） 

⑥情景描写（くすんだ色の景色 等） 

本学習材では、態度、表情、しぐさ、会話などの心情を表す直接的な表現だけでなく、比喩表現、慣用

語、対比、情景描写などの暗示的な表現も多く使用されている。 

そこで、児童が心情を捉える際に着目させたい表現を以下のように整理した。 

場面 場面の様子 亮太の心情を表す表現 表現の効果 

１ ひと月後、亮太

が前の学校の友

達に会いに行く

場面 

・タタン、タタン、タタン。 

 タタン、タタン、タタン。 

 電車は軽やかなリズムでゆれている。 

（４場面冒頭部との対比） 

・常夜灯のたよりない光（比喩的な表現） 

・いや、「行く」じゃなくて、「帰る」だ。 

・自分の学校 

・むねがはずんだ。（慣用語） 

・まどのそとがまぶしい。（情景描写） 

 

・よろこび 

・うれしさ 

・期待感の高まり 
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２ 前の学校の友達

と再会し、遊ぶ

場面 

・うれしくてむねがいっぱいになった。（慣用語） 

・いつのまにか森田君もそばに来て、話を聞いてい

る。 

・なんだかむねにすき間風が入ったような変な感じ

だ。（比喩的な表現）（慣用語） 

・森田君も、またいっしょだ。 

・亮太も笑いながら、むねの中で冷たい風がふいてい

る気がした。（慣用語） 

・再会のよろこび 

・期待感とのずれ 

・違和感 

 

３ 帰る時間になっ

た場面 

・駿は、森田君の家に行くらしい。 

・ぬれた服を着たように体が重かった。（比喩的な表

現） 

・落ちこむ 

・疎外感 

 

４ 帰りの電車の場

面 

・タタン、タタン、タタン。 

 電車の音も単調で、ちっともはずんでなどいない。

（１場面冒頭部との対比） 

・くすんだ色の景色が流れている。（情景描写） 

・孤独感 

・寂しさ 

５ 自転車に乗った

女の子に会った

後の場面 

・今、知らなくてもそのうちにわかる。 

・今の学校も悪くない。そのうちに慣れるだろう。 

・いつか新しい学校を自分の学校だと思う日が来るか

もしれない。 

・いつかこの町を自分の町だと、迷わず言う日が来る

かもしれない。 

・まだ明るい大きな空が広がっている。（情景描写） 

・一筋の飛行機雲が、まっすぐにのびていた。（情景描

写） 

・希望 

・期待 

・新たな気付き 

・新たな出発 

   

②全文シート 

物語の全文と行番号が書かれているシートを活用し、心情を表す表現に着目したり物語全体を俯瞰して

見たりすることができるようにした。全文が一度に目に入るシートにすることで、亮太の心情の変化と表

現の工夫を結び付けやすいと考えた。また、行番号を付けることで、話し合いの際にどの叙述を根拠にし

ているのかを共通理解しやすくした。 

 

（３）単元について（単元観） 

本単元では、心情を表す表現に着目して読むことで、描写を基に登場人物の心情の変化を捉えたり、表

現の効果を考えたりする力を育むことを目指した単元である。登場人物の心情の変化を捉えるために様々

な表現に着目することで、表現の効果に気付き、自分も使ってみようという思いを高めたい。 

本単元における「言葉のよさ」を、「①心情を表す様々な表現に着目して読むことにより、人物の心情を

より深く想像できること」「②表現に活用することで自分の考えをより明確に伝えることができること」の

２点と考えた。学習を通してこれらの「言葉のよさ」を児童が実感できるようにしていきたい。 

   学習材「いつか、大切なところ」には中心人物である亮太の過去と現在が書かれている。物語の最後の一

文は、亮太の未来を予想させる情景描写になっている。そこで、単元の導入では、初発の感想を基に児童

とやり取りをしながら「亮太のこれからを考えよう（仮）」という学習課題を立て、単元の終末に物語の続

き話を書くという言語活動を設定する。さらに、初発の感想を基に「みんなで話し合ってみたいこと」と

して「①亮太の心情はどのように変化するのか（仮）」「②亮太にとって大切なところとはどこか（仮）」と

いう読みの課題を設定する。 

その後、読みの課題①②を解決するために言葉に着目し表現の効果も考えながら中心人物である亮太の

心情やその変化を読み取っていく。話合いでは、どの言葉に着目してそう感じたのかというように考えの

根拠となる叙述を共有することも大切にする。その中で、情景描写や慣用語、比喩や対比などの表現から

も心情が捉えられること、それらを用いる効果についても考える。 

〇年後（〇か月後）の亮太の様子を想像して続き話を書くためには、物語の設定や人物相互の関係、心

情などを生かす必要がある。文体や表現などにも目を向け、作品世界からそれないようにする必要も出て
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くる。単元の終末では、「〇年後（〇か月後）、〇〇をする亮太」（例「１年後、前の学校に再び行く亮太」

「１年後、児童センターで卓球をする亮太」）という場面設定のもと、200～500 字程度の短い続き話を書く。

亮太の心情やその変化を読む際に学んだ心情を表す表現を生かして書くことで、表現の工夫や効果への意

識を高め、言葉を使うことに自覚的になると考える。 

単元終了後は、読むことの学習の中で「登場人物の心情を捉える際に様々な表現に着目して読んでいる

姿」や「表現の工夫や効果に気付いて読んでいる姿」が現れることを期待する。また、日常生活において

「表現に関心をもって語彙を増やしたり、表現を工夫して書こうとしたりする姿」も期待したい。 

 

４ 研究主題に迫るために 
（１）学びの質の向上を図る単元の工夫 

①言葉への気付きが「読むこと」に生きる単元構成 

ア 三段階の単元構成 

単元全体を以下の三つの段階で構成した。 

1 学習内容への方向付けをしながら学習材と【出合う】段階 

2 学習材を繰り返し読んで考える【親しむ】段階 

3 読んで考えたことを表現活動につなげる【生かす】段階 

 

【出合う】学習材の題名に着目して物語を読み、感想を基に学習課題を考え、学習計画を立てる。 

学習材の題名に着目させ、「いつか、大切なところ」の意味を考えることを通して、中心人物にとって

の「いつか」「大切なところ」とはどういうことかを考えながら読み進めていけるようにする。題名の言

葉に着目することは、中心人物の心情の変化を捉えるという学習の中心となる内容を意識することにつな

がる。その後、初発の感想を基に児童とやり取りをしながら学習活動、言語活動、読みの課題を設定し、

学習計画を立てたり、単元名を付けたりする。ここでは、児童の感想を大切にし、児童が自ら解決したい

という意欲をもって学びに向かえるようにする。 

 

【親しむ】心情を表す表現に着目しながら中心人物の心情を想像し、心情の変化を捉える。 

児童が叙述を基に中心人物の心情やその変化を想像できるように、物語の全文が書かれたシート（全文

シート）を使い、着目した表現と読み取った心情、表現と表現とを関連付ける活動を行う。まずはそれぞ

れの児童が読み取ったことを自分なりの方法で表現する。例えば、全文シートの表現にサイドラインを引

き、そこから想像した心情を書き込む方法や、関連する表現を矢印等を用いて結び付ける方法、ワークシ

ートに根拠となる表現を抜き出して書き、関係を図で表す方法などが考えられる。どのような方法であっ

ても大切にしたいことは、中心人物の心情や変化と、その根拠となる表現を明らかにすることであり、そ

れを全体で共有していく第４時につなげていく。ここでは、児童が着目した表現を教師が整理したり価値

付けたりすることにより、児童自身の思考の過程や言葉への気付きを自覚できるようにすることを大切に

する。中心人物の心情とそれを表す表現の効果を話し合うことを通して、表現に着目することで物語を読

み深められることに気付けるようにしたい。 

 

【生かす】心情を表す表現を活用して物語の続きを書き、単元の学習を振り返る。 

「親しむ」段階で学んだ心情を表す表現を活用して、「いつか、大切なところ」が表す中心人物の未来

を想像し、物語の続き話を書く。さらに単元の学習を振り返り、工夫された表現に着目して登場人物の心

情を読むことのよさや、物語での表現に対する自分の捉えの変容についてまとめる。表現の工夫や効果へ

の意識を高め、言葉を使うことに自覚的になることを期待したい。 

 

イ 身に付けさせたい知識・技能の明確化 

児童に読みの力を付けるためには、その根本として言葉の力を身に付けさせることが不可欠であると 

考える。思考力・判断力・表現力等を使って文章を読むときに生きて働く言葉の力（知識・技能）をしっ

かりと身に付けさせるため、児童の言葉への気付きを大切にしたい。そして、児童の言葉への自覚を高め、

一人一人が言葉を意識的に使えるようにしていきたい。そのために、児童に身に付けさせたい知識・技能

を単元計画の中に明確に位置付け、それを意識して指導できるようにする。 
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 出合う 親しむ 生かす 

 第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 

学習 

活動 

物語を読み、感

想を基に学習課

題を考え、学習

の見通しをも

つ。 

心情が表れている表現に着目し、

中心人物の心情の変化を捉える。 
情景描写や対

比、比喩や慣用

表現に着目し、

心情の変化を捉

える。 

心情の変化を基

に、中心人物の

その後がどうな

っていくかを考

え、学習した表

現を生かして書

く。 

単元の学習を振

り返り、表現の

効果について考

える。 

知識 

技能 

 (１)言葉 

オ語彙 

語句と語句との関係 類義語・対義語  等 

語句の構成 慣用語 

 

(２)情報 

ア情報と情報との関係 

原因と結果 

イ情報の整理 

 情報と情報との関係付けの仕方 

図などによる語句と語句との関係の表し方 

(１)言葉 

オ語彙 

語感や言葉

の使い方 

適否 

(２)情報 

イ情報の整理 

情報と情報

との関係付

けの仕方 

類推する 

(１)言葉 

オ語彙 

語彙を豊か

にする 

 

具体的には、以下のような点を意識して指導する。 

     

   

 

 

 

   

児童が文章を読む上で、表現に着目し、言葉への自覚を高めていけるようにするためには、文学的な文

章の学習においても、「情報の扱い方に関する事項」に関わる内容を意識して指導していくことが必要で

ある。文学的な文章における「情報」とは、叙述である。叙述を基に登場人物の心情の変化を捉えたり、

表現の効果を考えたりすることで、言葉に着目して読む力を育んでいくことができる。単元全体を通して、

情報（叙述）と情報（心情）とを関連付けて考えることを大切にしていく。様々な叙述に着目し、そこか

ら心情を捉えていくことで、より深く文学的な文章を読むことができるようになると考えた。 

 

②豊かな語彙の拡充 

ア 「いつか」「大切なところ」に着目する 

   題名は、「いつか」という未来を表す言葉と、「大切なところ」という過去の経験を基にした言葉とが

組み合わされている。未来を表す言葉と過去や現在に関わる言葉とが組み合わされている違和感に気付

かせることで、語感や言葉の使い方に関する感覚を高めたい。また、そのような言葉が使われている題

名に関心をもたせ、中心人物の大切なところを意識して読むことにつなげたい。 

 

指導事項 具体的な内容 

（
１
）
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に 

関
す
る
事
項 

 オ
語
彙 

○心情を表す様々な語句について、似た心情を表す言葉、反対の心情を表す言葉に気付

き、関係付ける。               ＜語句と語句との関係＞【第２～４時】 

○慣用語に着目して心情を捉える。        ＜語句の構成＞    【第２～４時】 

○どのような表現を使うことが適切か考えながら続き話を書く。 

＜語感や言葉の使い方に対する感覚＞ 【第５時】 

○心情を表す様々な表現があることやそれらに着目して読むことにより人物の心情をよ

り深く想像できること、表現に活用することで自分の考えをより明確に伝えることが

できることを意識する。            ＜語彙を豊かにする＞   【第６時】 

（
２
）
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項 

ア
情
報
と
情
報
と

の
関
係 

○出来事（原因）と中心人物の心情（結果）や、出来事（原因）をきっかけに中心人物

の心情がどう変化したか（結果）を捉える。   ＜原因と結果＞               【第２～４時】 

イ
情
報
の
整
理 

○「表現と心情」「前半の心情と後半の心情」などを関連付ける。  

     ＜情報と情報との関係付けの仕方＞【第２～４時】 

○｢親しむ｣段階で読み取った物語の設定や人物相互の関係、心情などから、未来の中心人

物の様子を類推する。           ＜情報と情報との関係付けの仕方＞  【第５時】 
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イ 中心人物の心情を表す表現（情景描写、対比、比喩、慣用語など） 

中心人物の心情は、登場人物の会話や言動、「わくわく」「びっくり」といった直接的な表現だけでなく、

比喩表現や慣用語、対比、情景描写など間接的な表現からも捉えることができる。クラス全体で中心人物

の心情や根拠となった表現を話し合うことで、自分では気付かなかった心情を表す表現にも気付けるよう

にする。児童が気付いた表現を、教師が板書で整理したり価値付けたりすることで、表現の効果を意識さ

せ理解を確かなものにしていく。 

 

ウ 心情を表す表現を使用 

中心人物の心情を捉える際に着目した表現を生かして、物語の続き話を書く。表現を実際に使ってみる

ことで、表現のよさに気付いたり効果を意識したりすることにつながると考えた。より適切な表現を意識

して使うことで、語感や言葉の使い方に関する感覚を豊かにしていく。 

 

③学習の成果物等の活用・共有 

中心人物の心情やその変化とそれが分かる表現をまとめる際、叙述と中心人物の心情をつなげて考える

ことができるようにワークシート（全文シート）を用いる。全文シートは、表現を関連付けたり、中心人

物の心情の変化を捉えやすくしたりするために、教材文全体を１枚に表している。児童は、全文シートを

用いてそれぞれの方法で読み取ったことをまとめていくが、友達と共有することを通して新たな気付きを

書き加えるなど、さらに自分の考えを広げたり深めたりすることができると考える。 

 

（２）学習改善・授業改善につながる評価活動の工夫 

①評価規準、評価方法の明確化 

単元構造図に、本単元で求める児童の具体的な姿を示す。総括的評価（記録に残す評価）と形成的評価

（指導に生かす評価）、評価方法について、あらかじめ明確にして評価計画を立てることで、学習改善・

授業改善に役立てる。 

１単位時間ごとに評価の重点を設定するが、内容のまとまりの中で柔軟に評価していく。 

 出合う 親しむ 生かす 

 第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 

総括的評価 

（記録に残す 

評価） 

 

 

      知・技 思・判・表 主体的 知・技 

形成的評価 

（指導に生かす 

評価） 

知・技 

思・判・表 

思・判・表 

主体的 

知・技 

主体的 

知・技 

思・判・表 

思・判・表 

主体的 

総括的評価（記録に残す評価）だけでなく、形成的評価（指導に生かす評価）も単元構造図に明記し、

児童の学習状況を把握する。座席型評価補助簿を用いて前時の目標に達成していない児童を把握し、次時

の指導に役立て、支援を充実させる。 

 

  ②自らの学びを見通し、振り返り、調整するための手だて 

第２時では、それぞれが中心人物の心情を表す表現を探し、そこから想像できる心情やその変化を全文

シートを用いてまとめる活動を行う。これまでの学習経験から、最初は中心人物の会話や行動や直接的な

心情表現しか見付けられない児童もいると考えられる。その後、第３時・第４時とグループや全体での共

有を取り入れていくことにより、情景描写や対比、比喩や慣用語などの心情表現にも気付くことができる

ようにする。そこで児童がさらに気付きを付け足していくことができるようにすることで、自分の変容を

実感することができるようにしたい。また、友達との共有を通して付け足した気付きは色を変えて書かせ

るようにすることで、自己の変容を自覚できるようにした。 

毎時間の授業の終わりに学習を振り返る場を設定する。自己評価の観点は、 

ア：今日の学習を振り返って（分かったこと・考えたこと・表現について 等） 

イ：後の学習に向けて（やってみたいこと・頑張りたいこと等、学習活動に関すること） 

の２つとした。児童が、本時の学びを自覚するとともに、毎時間の振り返りを同時に見られるようにする

ことで、これまでに着目した表現、読みの積み重ねを認識し、学びの変容を自覚できると考える。 
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（３）言葉の力の活用を意識した学習活動の工夫 

  ①身に付けた力の単元内での活用 

本単元では、「なまえつけてよ」で学んだ中心人物の心情の変化を捉えることや、「たずね人」で学んだ

中心人物の心情と情景描写を結び付けて考えることを活用し、中心人物の心情や心情の変化を捉えていく。 

「親しむ」段階で学習した中心人物の心情を表す表現を、「生かす」段階の物語の続き話を書く場面で

活用できるようにする。学んだことをすぐに活用することで、より確かな学びとなる。 

  ②身に付けた力の単元以降での発揮 

本単元で身に付ける「叙述を基に登場人物の心情を捉える力」は、本単元以降の文学的な文章「大造じ

いさんとガン」の学習や、読書を楽しむことに生かすことができる。また、「表現の工夫に気付く力」は、

今後、話すことや書くことなどの表現活動において、比喩や慣用語などを用いて、心情や様子を表現する

ことにつながると考える。 

 

５ 単元計画 

過程 

（次） 
時 学習活動 〇指導上の留意点 ◆評価規準 ★評価方法 

出 

合 

う 

１ 物語を読み、感想を基に学習課題

を考え、学習の見通しをもつ。 

①「いつか」「大切なところ」

とはどういう意味か考える。 

②「いつか、大切なところ」を

読み、感想を書く。 

 感想・話し合いたいこと 

③感想を共有しながら単元の学

習課題と読みの課題を考え

る。 

【単元の学習課題】 

亮太のこれからを考えよう（仮） 

【読みの課題】 

ア:亮太の心情はどう変化したか？ 

イ:亮太の大切なところはどこか？ 

④単元の学習計画を立て、単元

名を付ける。 

 

 

〇「いつか」「大切なところ」

の言葉の組み合わせに着目

し、中心人物にとっての

「大切なところ」を意識し

て物語を読むことができる

ようにする。 

〇中心人物の未来に思いを馳

せ、単元の学習課題を考え

られるようにする。 

〇「みんなで話し合いたいこ

と」を出し合い、読みの課

題をつくる。 

〇やり取りしながら学習計画

と単元名を考え、活動の見

通しをもつことができるよ

うにする。 

 

 

 

親 

し 

む 

 

 

 

 

 

２ 

・ 

３ 

心情が表れている表現に着目し

て、中心人物の心情の変化を捉

える。（個人） 

 

 

 

 

①物語の大まかな構造を捉え

る。 

②全文を読み、心情を表す表現 

にサイドラインを引いたり気

付いたことを書き込んだりし

ながら、中心人物の心情や心

情の変化を読み取る。 

（個人） 

 

 

 

 

 

 

 

〇全文シートを配布し、心情

が分かると思った叙述にサ

イドラインを引いたり書き

込みをしたり、ワークシー

トに書きまとめたりしなが

ら読み進め、読みの課題に

対する自分の考えをもつこ

とができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

◆語句と語句との関

係、語句の構成や変

化について理解し、

語彙を豊かにしてい

る。また、語感や言

葉の使い方に対する

感覚を意識して、語

や語句を使ってい

る。〔知・技①〕 

読みの課題 

ア：亮太の心情はどう変化したか？ 

イ：亮太の大切なところはどこか？ 
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 ③読み取った中心人物の心情や

心情の変化を整理する。 

（個人・グループ） 

④自分の考えをまとめる。 

〇叙述の抜き出し・矢印や吹

き出しを活用した書き込

み・心情曲線・心情メータ

ーやハートメーターなど、

自分で方法を選択して整理

することができるようにす

る。 

 

★全文シート・ワーク

シート 

・サイドラインを引い

た表現、中心人物の

心情の確認。 

４
（
本
時
） 

情景描写や対比、比喩や慣用語

等の表現に着目し、心情の変化

を捉える。 

 

 

 

①亮太の心情の変化を大まかに

確認する。 

②どの表現から心情を捉えたの

かを出し合う。 

  情景描写・比喩・慣用語・

対比 

③表現に着目して亮太の心情の

変化を話し合う。 

④読みの課題アに対する、最終

的な自分の考えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇どの表現から心情を捉えた

のかを共有し、中心人物の

心情が様々な表現から読み

取れることに気付かせる。 

〇情景描写、慣用語に着目

し、対比して書かれている

ことに気付かせる。 

〇比喩、繰り返し、文末表現

にも着目させ、表現の効果

を考えさせる。 

〇心情を表す表現に着目し

て、中心人物の心情を具体

的に想像させる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆「読むこと」におい

て、登場人物の相互

関係や心情などにつ

いて、描写を基に捉

えている。〔思考・判

断・表現①〕 

★発言・全文シート・

ワークシートの記述 

・着目した表現の確認。 

 

 

 

 

５ 心情の変化を基に、中心人物の

その後がどうなっていくかを考

える。 

 

 

①亮太にとっての「大切なとこ

ろ」はどこになるのか話し合

う。 

②読みの課題イに対する、最終

的な自分の考えをまとめる。 

 

 

 

 

③亮太のこれから（例：１か月

後・夏休み・１年後 等）を

想像し、これまでに学んだ表

現の工夫（情景描写・比喩・

慣用語・対比 等）を活用し

て続き話を書く。 

 

 

 

 

 

 

〇言葉の意味やイメージから

中心人物の心情を想像させ

る。 

〇表現に着目して心情を読む

ことで、中心人物の心情の

変化が分かることに気付か

せる。 

 

 

〇読み取った心情の変化から

中心人物のその後を予想し

て書くことができるように

する。 

〇心情の変化を捉える際に着

目した表現の工夫を使って

中心人物の心情を表現する

ようにさせる。 

 

 

 

 

 

◆進んで登場人物の心

情について描写を基

に捉え、学習課題に

沿って読み取ったこ

とを文章にまとめよ

うとしている。〔主体

的に学習に取り組む

態度①〕 

★発言、続き話 

・学習した表現の効果

を生かして物語の続

きが書かれているか

の確認。 

 

 生 

か 

す 

読みの課題 

ア：亮太の心情はどう変化したか？ 

 

読みの課題 

イ：亮太の大切なところはどこか？ 
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６ 単元の学習を振り返り、表現

の効果について考える。 

①書いた続き話を読み合う。 

②「いつか、大切なところ」に

使われていた表現や、表現の

効果について振り返る。 

③単元の学習を振り返り、物語

での表現に対する自分の捉え

の変容についてまとめる。 

 

 

 

〇続き話を共有し、中心人物

のその後としてふさわしい

か、表現の効果はどうかに

ついて感想を伝え合うよう

にさせる。 

〇情景や心情表現の効果につ

いて振り返ることができる

ようにする。 

〇自分が続きの話を書いた際

に、どんなことを意識して

中心人物の心情を表したの

かを振り返り、言葉を使う

ということへの意識を高め

ることができるようにす

る。 

 

 

◆語句と語句との関

係、語句の構成や変

化について理解し、

語彙を豊かにしてい

る。また、語感や言

葉の使い方に対する

感覚を意識して、語

や語句を使ってい

る。〔知・技①〕 

★発言・ワークシート 

・表現の効果や言葉の

使い方に対する気付

きの確認。 

 

単

元

後 

・登場人物の心情を捉える際に様々な表現に着目して読む。 

・表現の工夫や効果に気付いて読む。 

・表現に関心をもって語彙を増やしたり、表現を工夫して書こうとしたりする。 
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６ 本時の学習  
（１）本時のねらい 

心情が表れている表現に着目し、亮太の心情の変化を捉えることができる。 

 

（２）本時の展開 

学 習 活 動 ○指導上の留意点 ◆評価規準 ★評価方法  

１ 前時までの学習を振り返り、

本時のめあてを確かめる。 

 

 

 

 

２ 亮太の心情の変化を捉える。 

（１）大まかな心情の変化を確認

する。（全体） 

 

（２）読み取った亮太の心情とそ

の根拠となる叙述を出し合

う。（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）亮太の心情の変化を書きま

とめる。（個人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時の学習を振り返り、次時 

の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇どの表現からそう考えたかを出し合う

ようにする。 

〇心情を表す表現に着目して、亮太の心

情を具体的に想像させる。 

〇「一筋の飛行機雲が、まっすぐにのび

ていた。」に着目し、亮太の心情や今

後を具体的に想像させる。 

〇「はずむ」と「すき間風」を比べ、使

われている言葉の意味やイメージから

想像するよう促す。 

〇「むねがいっぱいになった」と「むね

の中に冷たい風がふいている」の表現

の効果を考えさせ、「むね」を使って

反対の心情が表されていることを確認

する。 

〇「タタン、タタン、タタン。」の軽や

かなリズムと単調なリズムから中心人

物の心情が対比して表されていること

に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇工夫した表現から中心人物の心情を読

むことができることを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「読むこと」において、登

場人物の相互関係や心情な

どについて、描写（心情を

表す表現）を基に捉えてい

る。〔思考・判断・表現

①〕 

★発言・全文シート・ワーク

シートの記述 

・着目した表現の確認 

 

 

亮太の心情は、どのように変化したのだろうか 

 
◇概ね満足できる児童へ
の次時以降の手だて 

  これまでに捉えた中
心人物の心情の変化
や、心情を表す表現を
活用して、続き話を書
くよう助言する。  

 
◇概ね満足できる状況を 
目指す児童への次時以 
降の手だて 

心情の変化とその根 
拠となる表現を見付け
ることができない児童
には、四つの慣用語や
最後の情景描写に着目
して亮太にとっての
「大切なところ」を考
えるように促す。 
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７ 資料 
 【第５時】亮太のこれからを想像し、これまでに学んだ表現の工夫を生かして続き話を書く。 

 

書く際の指導の留意点       続き話の作品イメージ 

【
一
年
後
、
前
の
町
に
行
く
亮
太
】 

 

あ
れ
か
ら
一
年
、
亮
太
は
ま
た
、
一
人
で
電
車
に
乗
り
、
前
の
町
へ
行
く
。 

 

タ
タ
ン
、
タ
タ
ン
、
タ
タ
ン
。 

 

タ
タ
ン
、
タ
タ
ン
、
タ
タ
ン
。 

 

電
車
は
あ
の
日
と
同
じ
よ
う
に
軽
や
か
な
リ
ズ
ム
で
ゆ
れ
て
い
る
。
亮
太
は

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
電
車
の
リ
ズ
ム
に
体
を
ゆ
ら
し
て
い
る
。 

ま
ど
の
外
を
見
る
と
遠
く
に
、
前
の
小
学
校
の
あ
る
町
の
風
景
が
広
が
っ
て
い

る
。
空
は
青
く
て
ま
ぶ
し
い
。 

「
駿
た
ち
は
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。」 

考
え
る
だ
け
で
、
む
ね
が
お
ど
っ
た
。 

  

約
束
の
校
庭
に
着
い
た
。 

「
亮
太
～
。」 

駿
と
一
平
と
森
田
君
が
す
ぐ
に
気
付
き
、
走
っ
て
き
た
。
元
気
そ
う
な
三
人
の

姿
を
見
て
、
亮
太
は
む
ね
を
な
で
お
ろ
し
た
。 

四
人
で
か
く
れ
お
に
を
し
た
。
水
飲
み
場
の
タ
イ
ル
、
大
き
な
タ
ブ
の
木
。

あ
の
頃
と
ち
っ
と
も
変
わ
っ
て
い
な
く
て
、
な
つ
か
し
い
。 

今
で
は
、
森
田
君
と
駿
と
一
平
は
す
っ
か
り
気
が
合
っ
て
い
る
。
変
わ
ら
な

い
も
の
も
あ
れ
ば
、
変
わ
る
も
の
も
あ
る
。
亮
太
は
そ
う
思
っ
た
。…

で
も
、

ぼ
く
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
は
な
い
ん
だ
。 

亮
太
に
も
新
し
い
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
起
き
た
。
新
し
い
友
達
も
た
く
さ
ん
い

る
。
今
の
学
校
も
悪
く
な
い
。 

こ
の
学
校
の
、
こ
の
町
も
、
俊
や
一
平
も
大
好
き
だ
。 

で
も
、
今
の
学
校
も
、
今
の
町
も
、
剛
や
准
一
も
大
好
き
だ
。 

今
な
ら
迷
わ
ず
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ど
ち
ら
も
大
切
な
と
こ
ろ
な
の
だ
と
。 

 
ふ
と
空
を
見
上
げ
る
と
、
ま
だ
明
る
い
広
い
空
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中

を
、
一
羽
の
鳥
が
ゆ
う
ゆ
う
と
飛
ん
で
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
五
三
五
字
） 

  
 

   

【
次
の
日
、
登
校
す
る
亮
太
】 

  

次
の
日
、
窓
か
ら
差
し
込
む
朝
日
が
ま
ぶ
し
い
。 

前
の
学
校
で
は
、
亮
太
の
知
ら
な
い
生
活
が
始
ま
っ
て
い
た
。
悲
し
い
気
分
に

な
っ
た
。
で
も
、
自
分
も
こ
の
町
で
新
し
い
生
活
が
始
ま
っ
て
い
る
。
帰
り
道
に

そ
の
こ
と
に
気
付
け
た
。 

先
週
ま
で
は
学
校
に
行
く
の
に
ま
だ
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
て
い
た
け
れ
ど
、
今
日

は
な
ぜ
か
緊
張
し
て
い
な
い
。 

「
行
っ
て
き
ま
す
。」 

自
然
と
大
き
な
声
が
出
て
、
足
取
り
が
軽
く
な
る
。
誰
に
話
し
か
け
て
み
よ
う

か
。
そ
う
考
え
る
だ
け
で
む
ね
が
は
ず
ん
だ
。 

 

「
お
は
よ
う
。」 

ク
ラ
ス
の
誰
か
が
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
。 

「
お
は
よ
う
。」 

亮
太
も
あ
い
さ
つ
を
返
し
た
。
な
ん
だ
か
気
持
ち
が
い
い
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
学

校
で
や
っ
て
い
け
そ
う
な
気
が
す
る
。
自
分
は
、
き
っ
と
こ
の
町
を
好
き
に
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
気
が
し
た
。 

見
上
げ
る
と
、
雲
一
つ
な
い
青
空
が
広
が
っ
て
い
た
。 

 
 

（
三
二
〇
字
） 

 

〇いつ、何をしている場面かを

決めてから記述させる。 

 例・翌朝、家を出る亮太 

・次の日、登校する亮太 

  ・一週間後、児童センター

に初めて卓球をしに行く

亮太 

  ・半年後、今の学校で友達

と遊んでいる亮太 

  ・一年後、前の町に行く亮太             

等 

〇「いつか、大切なところ」を読む

ときに意識した表現の工夫と、亮

太にとっての大切なところに関す

る内容を入れて書かせる。 

〇「いつか、大切なところ」の文章

をベースにして、想定に合わせて

書き直してもよいことを伝える。 

〇個に応じた支援として、モデ

ル文を見せたり書き出しを指

定したりする。 



上学年分科会 単元名「工夫された表現をもとに登場人物の心情を想像して読もう（仮）」（全６時間）単元構造   

        学習材「いつか、大切なところ」 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

児
童
の
意
識 

学
習
活
動 

単
元
の
学
習
課
題
：「
亮
太
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
よ
う
」 

ねらい：登場人物の心情の変化を捉えるために、様々な表現に着目することで、

表現の効果を認識し、自分も使ってみようという思いをもつ。 

出合う 親しむ 

評価規準                                   

指導に生 

かす評価 

具体的な姿 

生かす 

知・技（１）オ 

思・判・表 C（１）イ 

評
価 

１出合い・課題設定・見通し 

物語を読み、感想を基に学習課題

を考え、学習の見通しをもつ。 

 
①「いつか」「大切なところ」とはどう

いう意味か考える。 

②「いつか、大切なところ」を読み、

感想を書く。 

③感想を共有しながら単元の学習課

題と読みの課題を考える。 

 【読みの課題】 

ア:亮太の心情はどう変化したか？ 

 イ:亮太の大切なところはどこか？ 

④単元の学習計画を立て、単元名を付

ける。 

 

〇「大切なところ」は現在や過去、「い
つか」は未来に関係する言葉だよね。 

〇「いつか、大切なところ」ってどうい
うことだろう。 

〇亮太のこれからは、どうなるんだろ
う。（→学習課題） 

〇その後の亮太のお話を考えてみるの
もおもしろそうだね。 

〇亮太が前向きになったのは、なぜか
考えたいな。（→ア） 

〇亮太の心情の変化を詳しく知りたい
な。（→ア） 

〇亮太の大切なところはどうなったの
かな。（→イ） 

 

（１）オ 語彙 語感や言葉の使い方 
〇段何気なく使っている言葉も、組み
合わせ方によっては違和感や面白さ
がある。 

・いつか 

・大切なところ 

・いつか、大切なところ 

 

（１）オ 語彙 語句と語句との関係 語句の構成  
〇心情を表す様々な語句について、似た心情を表す言葉、反対の心情を表す言葉に気付き、関係付ける。 
○慣用語に着目して心情を捉える。 
（１）オ 語彙 語感や言葉の使い方に対する感覚 語彙を豊かにする 
○どのような表現を使うことが適切か考えながら続き話を書く。  
○心情を表す様々な表現があることやそれらに着目して読むことにより人物の心情をより深く想像できること、表現に活用することで自分の考えをより明確に伝えること
ができることを意識する。     

  

（２）ア 情報と情報との関係 原因と結果 
○出来事（原因）と、中心人物の心情（結果）。出来事（原因）をきっかけにして中心人物の心情がどう変化したのか（結果）。   

（２）イ 情報整理 情報と情報との関連付けの仕方 
○「表現と心情」「前半の心情と後半の心情」などを関連付ける。  
○｢親しむ｣段階で読み取った物語の設定や人物相互の関係、心情などから、未来の中心人物の様子を類推する。   

６課題追究のまとめ 

単元の学習を振り返り、表現の効果に

ついて考える。 

①書いた続き話を読み合う。 

②「いつか、大切なところ」に使われてい

た表現や、表現の効果について振り返

る。 

③単元の学習を振り返り、物語の表現に対

する自分の捉えの変容についてまとめ

る。 

〇表現を意識して文章を書くことが

できた。 

〇読み合うことで、情景描写から心情

が分かることや、表現を工夫して使

うとより伝わることが分かったよ。 

〇いろいろな人と表現の感じ方につ

いて話し合うと、自分が気付かなか

った表現にも気付けるし、物語もよ

り理解しやすくなるな。 

〇他の物語でも情景描写を見付けて

みたいな。 

 

（１）オ 語彙 語感や言葉の使い方 
に対する感覚  

○心情を表す様々な表現があること

やそれらに着目して読むことによ

り人物の心情をより深く想像でき

ること、表現に活用することで自分

の考えをより明確に伝えることが

できることを意識する。   

知
識
・
技
能 

読みの課題 
ア「亮太の心情はどう変化したか？」 
①亮太の心情の変化を大まかに確認す
る。 

②どの表現から心情を捉えたのかを出
し合う。 

  情景描写・比喩・慣用語・対比 
③表現に着目して亮太の心情の変化を
話し合う。 

④読みの課題アに対する、最終的な自分

の考えをまとめる。 

４課題追究②（本時） 

情景描写や対比、比喩や慣用語等の表

現に着目し、心情の変化を捉える。 

 

〇亮太は、最初、わくわくしてとっても

楽しかったけれど、だんだん気持ちが

落ち込んでいったよね。 

〇「むねに～」を探すと変化が分かるよ。 

〇行きと帰りは、反対の気持ちになって

いるよね。電車の音や景色も反対。 

〇水色のパーカーの女の子に話しかけら

れて、亮太の気持ちは変わったよね。 

〇「一筋の飛行機雲がまっすぐにのびて

いた」は、これからへの期待が高まっ

ていることや前向きな気持ちを表現し

ていると思う。 

〇同じ言葉や表現でも、自分と友達との

感じ方には共通点と相違点がある。 

単
元
終
了
後
の
日
常
生
活
に
お
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

① 

登
場
人
物
の
心
情
を
捉
え
る
際
に
様
々
な
表
現
に
着
目
し
て
読
ん
で
い
る
。 

② 

表
現
の
工
夫
や
効
果
に
気
付
い
て
読
ん
で
い
る
。 

③ 

表
現
に
関
心
を
も
っ
て
語
彙
を
増
や
し
た
り
、
表
現
を
工
夫
し
て
書
こ
う
と
し
た
り
す
る
。 

読みの課題 

イ「亮太の大切なところはどこか？」 

①亮太にとっての「大切なところ」はど

こになるのか話し合う。 

②読みの課題イに対する、最終的な自分

の考えをまとめる。 

③亮太のこれから（例：１か月後・夏休

み・１年後 等）を想像し、これまで

に学んだ表現の工夫（情景描写・比喩・

慣用語・対比 等）を活用して続き話

を書く。 

5 課題追究③ 

心情の変化を基に、中心人物のその後

がどうなっていくかを考える。 

 

〇１年後は、今の学校が大切なところに

なっていると思う。 

〇最後の情景描写で、新しい町や友達に

気持ちが向いているから、今の学校も

大切なところになると思う。 

〇大切なところが変わったんじゃなく

て、増えたんじゃないかな。 

〇１年後の亮太は、変化を恐れなくなっ

たのではないかな。 

〇「むねが～」の慣用語が使えそうだな。 

〇１年後の亮太の心情を表現するのに

情景描写を使ってみたいな。 

 

 

２・３課題追究① 

心情が表れている言葉や表現に着目し、中心人物の心情の変化を捉える。 

（読みの課題ア・イの答えを考えながら個人で読む） 

読みの課題 

ア「亮太の心情はどう変化したか？」 イ「亮太の大切なところはどこか？」 

①物語の大まかな構造を捉える。 

②全文を読み、心情を表す表現にサイドラインを引いたり気付いたことを書き込

んだりしながら、中心人物の心情や心情の変化を読み取る。（個人） 

③読み取った中心人物の心情や心情の変化を整理する。（個人・グループ） 

  ＊叙述の抜き出し・矢印や吹き出しを活用した書き込み・心情曲線・ 

心情メーターやハートメーターなど、自分で方法を選択して整理する。 

④読みの課題ア「亮太の心情はどう変化したか？」イ「亮太の大切なところはど

こか？」に関する自分の考えをまとめる。 

〇話の始めと中と終わりでは、亮太の気持ちが変わっていたよね。 

〇亮太の気持ちの変化が分かる言葉や表現を探してみよう。 

〇どきどき、わくわくなどの表現や亮太の行動から、気持ちが分かるね。 

〇同じ電車の音なのに、行きと帰りでは電車の音の感じ方が変わっているな。 

。 

〇「一筋の飛行機雲がまっすぐにのびていた」という情景描写から、亮太の

気持ちが前向きになったことが分かるね。 

〇「行く」じゃなくて「帰る」というところから、亮太の「大切なところ」

が前の町ということが分かる。 

〇文末の「かもしれない」から、亮太にとっての「大切なところ」がどうな

っていくか想像できる。 

〇クラスのみんなは、どこに注目してどう考えたのかな。 

思・判・表「読むこと」において、登場人

物の相互関係や心情などについて、描

写を基に捉えている。C（１）イ 

〇心情を表す言葉や表現の効果につ
いて考え、登場人物の心情を具体
的に想像している。 

 

〇心情を表す言葉や表現への捉え
方や使い方について、自分の変容

を見つめようとしている。 

主進んで登場人物の心情について描写
を基に捉え、学習課題に沿って、読み
取ったことを文章にまとめようとして
いる。 

 

思・判・表 C（１）イ 

主体的 

知・技（１）オ 

主体的 

知・技（１）オ 

思・判・表 C（１）イ 

〇心情を表す言葉や表現の多様性に気
付き、自分の作品に生かそうとしてい
る。 

 

知

〇心情を表す比喩や反復などの工
夫された言葉や表現に気付いて

いる。 
 

知語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにして
いる。また、語感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語や語句を使っ
ている。（１）オ 


